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商 業 科 学 習 指 導 案 
 令和３年 10 月 第１学年 指導者 小林 大和  

 

１ 単元名（題材名）  「第 18 章 販売費及び一般管理費と税金の取引」 

 

２ 学習指導要領上の位置付け 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、取引の記録と

財務諸表の作成に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。   

(1) 簿記について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける

ようにする。   

(2) 取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として

科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応する力を養う。 

(3) 企業会計に関する法規と基準を適切に適用する力の向上を目指して自ら学び、適正な取引の

記録と財務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。  

  

３ 目標 

販売費及び一般管理費と税金の取引に関する仕訳や記帳方法の学習を通して次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

 ア 販売費及び一般管理費と税金の取引に関する基本的な内容とその記帳法を理解して、基礎

的・基本的な知識・技術を身に付けるようにする。 

（知識及び技術） 

 イ 販売費及び一般管理費と税金の取引の記帳に関して、自らの思考を深め、基礎的・基本的

な知識と技術を活用して適切に判断し、表現する能力を身に付けるようにする。 

（思考力・判断力・表現力） 

 ウ 販売費及び一般管理費と税金の取引に関心を高め、その記帳処理の学習を積極的に進める

ようにする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

 

４ 指導計画 ※別紙参照 
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５ 本時の展開（４／５） 

 (1) ねらい 

   消費税の税抜方式・税込方式について学習した知識・技術を活用し、協働的な活動を通して、相

違点について考え、整理させる。 

 

 (2) 展開 

学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

記録に残す評価 

１ 本時の目標を確認し、消費税の意味

や税抜方式・税込方式の特徴について

個人で書き出す。 

 ・本時の目標や進め方が分かった｡ 

 ・消費税の税抜方式・税込方式の特

徴について個人で書き出せた。 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

○本時のねらいは、これまで学んだ知識・技術を活用

して消費税の意味や税抜方式・税込方式の相違点に

ついて考え、整理させることを伝える。 

○ワークシートに消費税の税抜方式・税込方式につい

て、その特徴を個人でまとめる。 

 

 

 

２ 消費税の意味と税抜方式・税込方式

の違いについて既習事項を基に、以下

の課題に取り組む。 

(1)協働的な学習の役割分担を行う。 

・本時の役割分担が分かった。 

(2)協働的な学習を通して情報共有を行

う。 

・個人の考えを協働的な学習を通し

て整理し、理解を深めた。 

・新たな発見や疑問点に気付いた。 

20 

分 

○デジタルホワイトボードのフレーム１に本時の司

会、記録、発表、協議を付箋で色分けして、班員の入

力を行う。（各グループ４～５名） 

○デジタルホワイトボードのフレーム２にワークシー

トに入力した内容を全て付箋で記入させる。 

◎協働的な学習を通して、消費税の意味や相違点につ

いて考え、整理する。 

 

 

 

 

 

○生徒同士の活動を観察し、状況に応じて指導・支援

を行う。発表するグループの検討を行う。（３グル

ープ程度） 

○デジタルホワイトボードに整理した内容をまとめ、

発表の準備を行うように声掛けする。 

３  協働的な学習を通して整理した

内容を発表する。 

(1) クラス全体に共有する。 

・グループで整理し、理解を深めた内

容を発表することができた。 

(2)発表者に対する評価を行う。 

・発表に対する評価を行った。 

・新たな発見や気付きがあった。 

10 

分 

○発表者の態度を観察する。 

○発表終了後に、発表者の評価をインタラクティブプ

レゼンテーションソフトによって行うことを指示す

る。 

○他者の発表を聞くことで理解を深める。また、新た

な発見や気付きがあった場合は新たなフレームに付

け加えていくように指示する。 

 

 [めあて]  消費税の意味や税抜方式・税込方式の相違点について、協働的な活動を通して考え、

整理しよう。 

評価項目＜方法（観点）＞ 

 消費税の税抜方式・税込方式の相違点につい

て考え、整理している。＜デジタルホワイトボ

ード（思考・判断・表現）＞ 



- 3 - 

４ 本時の振り返りを行う。 

アンケート作成ソフトを活用した自

己評価、振り返りを行う。 

10 

分 

 

 

○発表したグループに対するルーブリック評価を

示し、自己評価と評価に対する記述を行うことを

指示する。 

○本時の協働的な学習における役割分担に対する

記述を行うことを指示する。 

○学習内容の要約と発展的な学習について入力する

ように指示する。 

 

(3) 評価規準 

  協働学習の中で班ごとにデジタルホワイトボードを活用して作成したものを、生徒自身が評価をす

るために評価基準を作成した。 

 Ａ Ｂ Ｃ 

思考・判断・表現 

（デジタルホワイトボード） 

消費税の意味や税抜

方式・税込方式の相違

点をまとめることがで

き、創意工夫がなされ

ている。 

消費税の意味や税抜

方式・税込方式の相違

点をまとめることがで

きている。 

消費税の意味や税抜

方式・税込方式の相違

点が分けられていな

い。 

 

６ 板書計画 

10:55～11:05 消費税の意味や税抜方式・税込方式の特徴について【個別学習：ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:05～11:25 消費税の税抜方式・税込方式の相違点【協働学習：デジタルホワイトボード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 作成例 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 

Ｃ 

 

 

 

 

Ｄ 

 

Ｅ 
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11:25～11:35 発表【評価：インタラティクブプレゼンテーション】 

 『生徒』               『教師』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:35～11:45 振り返り【アンケート作成ソフト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指導計画  商業科 第１学年 単元名「第 18 章 販売費及び一般管理費と税金の取引」（全５時間計画） 
 

目
標 

販売費及び一般管理費と税金の取引に関する仕訳や記帳方法の学習を通して次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

 ア 販売費及び一般管理費と税金の取引に関する基本的な内容とその記帳法を理解して、基礎的・基本的な知識・

技術を身に付けさせる。                              （知識及び技術） 

 イ 販売費及び一般管理費と税金の取引の記帳に関して、自らの思考を深め、基礎的・基本的な知識と技術を活

用して適切に判断し、表現する能力を身に付けさせる。          （思考力、判断力、表現力等） 

 ウ 販売費及び一般管理費と税金の取引に関心を高め、その記帳処理の学習を積極的に進めさせる。 

（学びに向かう力、人間性等） 

評
価
規
準 

(1) 販売費及び一般管理費と税金の取引に関する基本的な内容とその記帳法を理解して、基礎的な知識・技術を身

に付けることができる。                                （知識・技術） 

(2) 販売費及び一般管理費と税金の取引の記帳に関して、自ら考えを深め、基礎的・基本的な知識と技術を活用し

て適切に判断し、表現することができる。                     （思考・判断・表現） 

(3) 販売費及び一般管理費と税金の取引に関心を高め、その記帳処理の学習を積極的に取り組むことができる。

（主体的に学習に取り組む態度） 

過
程 

時
間 

○ねらい 
めあて 

・振り返り（意識） 評価項目 
<方法（観点）> 

［記］記録に残す評価 

つ
か
む 
 
 
 
 

１ 〇販売費及び一般管理費に関する取引 
・販売費及び一般管理費に関する基本的な仕組
みを理解させる。 

 
 
 

・販売費及び一般管理費に属
する費用について、記帳方
法が二種類あり、それぞれ
記帳する方法が違うのだと
いうことが分かった。 

・販売費及び一般管理費勘定
だけで、処理していると支
出に大きな変化がある費用
などが、分からないのでは
ないか。 

 

 
・販売費及び一般管理費に関
する基本的な仕組みを理
解している。＜ワークシー
ト、問題集(1)＞ 

追
究
す
る 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

）

本
時
は
そ
の
２

（  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇個人企業の税金に関する取引 
・個人企業に課せられる税金の事業税・固定資
産税・印紙税に関する意味と仕組みを理解さ
せる。 

 
 
 
 
○消費税に関する取引 
・消費税の税抜方式・税込方式に関する仕組み
を理解させる。 
 

・消費税の税抜方式・税込方式について学習し
た知識・技術を活用し、協働的な活動を通し
て、相違点について考え、整理させる。 

 
 
 
 

・事業税、固定資産税、印紙
税を納付したときの仕訳で
は、それぞれの勘定科目以
外に租税公課勘定を用いて
仕訳ができることが分かっ
た。 

 
 
・消費税の意味と税抜方式・
税込方式の仕組みが分かっ
た。 

・税込方式は、仕入や売上と
消費税を切り離さないが、
税抜方式は、消費税を仕入
や売上から切り離して記帳
することが分かった。 

・税抜方式と税込方式では使
用する勘定科目が違うこと
が分かった。 

・消費税の税抜方式・税込方
式の相違点が分かった。 

・税抜方式と税込方式のメリ
ット・デメリットは何か。 

・事業税、固定資産税、印紙
税に関する意味と仕組み
を理解している。＜ワーク
シート、問題集(1)＞［記］ 

 
 
 
 
・消費税の税抜方式・税込方
式に関する仕組みを理解
している。＜ワークシー
ト、問題集(1)＞ 

・消費税の税抜方式・税込方
式の相違点について考え、
整理している。＜デジタル
ホワイトボード(2)＞ 

 
 
 

ま
と
め 
 
 
 
 

１ 
 

○演習問題 
・これまでの習熟度に応じたグループ編成を行
い、身に付けた既習事項を活用することで学
習内容を定着させる。 

 
 
 
 
 

 
・この単元で習った販売費及
び一般管理費と税金に関す
る仕組みと仕訳が分かっ
た。 

 

 
・販売費及び一般管理費と税
金の取引に関する理解を
深め、問題演習に取り組め
ている。＜ワークシート
(3)＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

販売費及び一般管理費に関する基本的な

仕訳をできるようにする。 

事業税・固定資産税・印紙税に関する基本

的な仕訳をできるようにする。 

消費税の税抜方式・税込方式の相違点につ

いて考え、整理できるようにする。 

既習事項を用いて、演習問題を解くことが

できるようにする。 


